
１．事業所情報 ３．法人・事業所の特徴

事業所番号 45901011160 令和2年4月
法人名

事業所名

電話番号 0985-77-5410 0985-77-5411
施設等の区分 連携型 宮崎市

自己評価作成日

２．介護・医療連携推進会議
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1 〇 サービス事前、開始

時にも日々変化する

心身の状態に合わせ

たケアを行うように

努めております。

終末期に係る事も多
いようですが、一部長
く利用されている方も
いる為に在宅生活継
続が可能な方もい
らっしゃる。専門職と
しての観察やケアが
行えている。

2 〇 新入社員は入社タイ 現場スタッフも制度の
理解もされている。3 〇 現在オペレーターに

関しては管理者が

行っております。今

後は専門知識を得る

研修を構築すること

が必要です。その

他、スキルアップの

研修を実施していま

す。

専門職としての経験
が必要と考える。家族
は24時間オペレー
ターと連絡が取れる
事で安心感がある様
子。在宅生活継続の
為には必要不可欠な
サービス。

4 〇 入社時に一定期間は

指導員と同行し、適

応能力に合わせて訪

問ルートを振り分け

ております。

職員個々の能力を
しっかりと把握されて
いる。高齢者でも人の
好き嫌いはある。

5 〇 訪問看護は外部との

連携を行ており、必

要に応じて細やかに

報告、相談を行てっ

ております。

訪問看護ステーション
との連携はMCS等を
用いて上手く出来て
いる。情報提供もしっ
かりと行っている。

6 〇 入浴等同性介助の基

本的に配置してい

る。スキルに合わせ

て配置をおこなって

います。

利用者の特性に応じ
て支援する為には多
種多様なスタッフの確
保も必要。

7 〇 ご意見をいただいた

内容はできるだけ早

い段階で対応できる

ようにしておりま

す。長期間必要な案

件については都度状

況を報告していま

す。

こちらが求める事に
対してきちんと報告も
あり、期日をもって改
善して対応している。

8 〇 現在使用しているシ

ステムはIDを発行し

ている方にはリアル

タイムで状況を見て

いただけ、情報共有

ができている。

訪問した際の様子等
を関係機関もリアルタ
イムに閲覧が出来る
為に関係機関としは
状況把握がしやす
い。又訪問した際の
様子を詳しく記載して
貰っているので大変
助かる。

（４） 適切な情報提供・共有のための基盤整備

利用者等の状況について、（個人情

報管理に配慮した上で）必要に応じ

て関係者間で迅速に共有できるよう

工夫されている

（５） 安全管理の徹底

利用者等の状況に係る情報の随時更新・

共有のための環境整備

介護・医療連携推進会議への公表日

タイトル

サービスの特徴を踏まえた理念の明確化

専門技術の向上のための取り組み

介護職・看護職間の相互理解を深めるた

めの機会の確保

組織マネジメントの取り組み

介護・医療連携推進会議で得られた意見

等の適切な反映

（880　-　0053）
宮崎市神宮1-240-1オフィスティ第1ビル3-A

項目

Ⅰ　構造評価 （Structure）　［適切な事業運営］

（１） 理念の明確化

当該サービスの特徴である「利用者

等の在宅生活の継続」と「心身の機

能の維持回復」を実現するため、事

業所独自の理念を掲げている

管理者と職員は、当該サービスの特

運営者は、専門技術（アセスメン

ト、随時対応時のオペレーターの判

断能力など）の向上のため、職員を

育成するための具体的な仕組みの構

築や、法人内外の研修を受ける機会

等を確保している

管理者は、サービス提供時の職員の

配置等を検討する際、職員の能力が

最大限に発揮され、能力開発が促さ

れるよう配慮している

利用者等の特性に応じた柔軟なサー

ビスを提供するため、最適且つ柔軟

な人材配置（業務・シフトの工夫）

を行っている

介護・医療連携推進会議を適時適切

に開催すると共に、得られた要望、

助言等（サービスの過少供給に対す

る指摘、改善策の提案等）を、サー

ビスの提供等に適切に反映させてい

る

介護職・看護職の間で、利用者等の

特性・状況に係る相互の理解・認識

の共有のための機会が、十分に確保

されている

（３） 適切な組織体制の構築

外部評価コメントに関しては、R6.3.27 に実施した介護・医療
連携推進会議にて聞き取り実施。

令和 5 年度　定期巡回・随時対応型訪問介護看護　サービス評価表

事業開始年月日 法

人

の

特

徴

企業理念として「日々を紡ぐ、未来を紡ぐ」を掲げております。24時間365
日対応の定期巡回・随時対応型訪問介護看護をメインに、夜間対応型訪問介

護と2つの事業を行い、在宅生活継続の限界点を引き上げるお手伝いを行っ

ております。

株式会社Ｓｐｉｎｎｅｒ

りんくる

自己評価・外部評価　評価表

自己評価 外部評価コメント

実施状況 コメント

事

業

所

の

特

徴

臨機応変に対応が可能である、定期巡回・随時対応型訪問介護看護の最大限
の利点を活かし、お一人お一人に合わせたケアを行います。介護福祉士資格
取得者が80％、認定特定行為業務（喀痰吸引等）も80％以上が取得し、介護
の様々な分野で活躍してきたスタッフが多く在籍しており、様々な知識と経
験を活かしたケアを行っております。

FAX番号

サービス提供地域

2024/3/20

2024/3/27
開催場所 本社およびZoom

項目
番号

事業所所在地



9 〇 災害時についてはマ
ニュアル整備及びBCP
策定済みである。休
憩場所の確保、及び
心身共に健康である
ために休暇など調整
を行っています。

BCP策定も済ませて、
実際に訓練も行って
いると聞いている。災
害時等の業務継続を
考えている。

10 〇 利用者情報は電子カ

ルテを使用してい

る。ＩD、パスワード

管理を行っている。

関係各位それぞれに
ID・PW発行して貰え
ている為に安心。

11 〇 導入時、導入後に利

用者の生活リズムの

把握を行い、サービ

ス時間の調整を実施

しています。

毎日訪問してくれてい
るので本人の生活リ
ズム等の把握はしっ
かりとされている。

12 〇 提携、連携先の訪問

看護様からの情報を

参考にした支援計画

を立てている。

連携する訪問看護ス
テーションの訪問看
護計画書を毎月求め
られ、訪問看護計画
書も参考にしてくれて
いる。各ステーション
との連携が上手く行っ
ている印象。

13 〇 同一者に何人ものス

タッフが関わり様々

な角度から支援の在

り方を考え行ってい

る。

職員間での情報共有
がしっかりとされてい
る。

14 〇 日々の変化の中で、

必要に応じては主治

医・訪問看護等に情

報を共有できるよう

報告を行っている。

MCS等のツールを使
用して情報提供をしっ
かりとしてくれている。
又事業所の記録閲覧
が他事業所も可能な
為に本人の状態が共
有出来ている。

15 〇 緊急コールの対応だ

けでなく、現場ス

タッフの判断で臨時

訪問を行うなど実施

し、柔軟に対応を

行っている。

現場スタッフ判断で対
応してくれるので柔軟
に支援している。一人
暮らしの方等は特に
安心だと思う。

16 〇 定期的なモニタリン

グを実施し、利用者

の状況を把握し、

サービス提供が適切

であるかを確認を

行っている。

モニタリングを日々行
う中で担当ケアマネ
ジャーにも報告をして
下さり、居宅サービス
計画書への落とし込
みもしやすい。

17 〇 連携先の訪問看護様

には医療に専念でき

るように、できる限

り介護でできること

は弊社のサービスに

組み込むように行っ

ている。

訪問看護ステーション
からするとファースト
コールを受けてくれて
いるので助かる。又
緊急時等は状況を
しっかりと把握したう
えで訪問看護ステー
ションに連絡をくれる
ので対応がしやす
い。その他喀痰吸引
が出来るようになった
為に吸引等も行って
頂けるので助かる。

18 〇 看護計画書を参考に

させていただき、ま

た必要に応じて指

導・助言をいただき

ケアを行っている。

毎月訪問看護ステー
ションの訪問看護計
画書を送付している。

19 〇 サービス開始前に基

本的サービスの趣

旨、情報の説明をご

本人、ご家族に実施

している。

サービス開始前に制
度の概要も含めて説
明している事で本人
や家族はサービスの
理解をしたうえで依頼
している様子。

サービス提供に係る職員の安全確保

や災害時の緊急体制の構築等のた

め、事業所においてその具体的な対

策が講じられている（交通安全、夜

間訪問時の防犯対策、災害時対応

等）

事業所において、利用者等に係る個

人情報の適切な取り扱いと保護につ

いての具体的な工夫が講じられてい

るとともに、管理者や職員において

共有されている

（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供

職員の安全管理

利用者等に係る安全管理

利用者等に対する当該サービスの趣旨及

び特徴等についての十分な情報提供

サービスの開始前に、利用者等に本
サービスが「利用者等の在宅生活の
継続」と「心身の機能の維持回復」
を実現するためのサービスであり、
訪問サービスは、その趣旨に沿って
行われるアセスメントに基づき提供
されることについて、十分な情報提
供・説明が行われている

（４） 利用者等との情報及び意識の共有

Ⅱ　過程評価 （Process）
１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供

（１） 利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成

利用者等の一日の生活リズムに着目

した、アセスメントが提案されてい

る

介護・看護の両面からのアセスメン

トが適切に実施され、両者の共有、

つき合わせ等が行われている

利用者の心身機能の維持回復に軸足

を置いた計画の作成が志向されてい

る

（２） 利用者等の状況変化への柔軟な対応と計画の見直し

重度化しても医療依存度を高め過ぎ

ないよう、利用者の今後の変化を予

測し、先を見越した適切なリスク管

理を実現するための、「未来志向

型」の計画の作成が志向されている

計画上のサービス提供日時以外で

あっても、利用者等の状況に変化が

生じた場合は、必要に応じて新たに

定期巡回・随時対応サービスの提供

日時を設定するなど、柔軟な運営に

努めている

サービス提供を通じた、継続的なモ

ニタリングによる、利用者等の状況

変化の早期把握と、計画への適宜反

映が行われている

より効率的・効果的なサービス提供

を実現するため、介護職、看護職の

それぞれの専門性を活かした役割分

担が行われている

看護職から介護職に対し、疾病予

防・病状の予後予測・心身の機能の

維持回復などの観点から、指導、助

言が行われている

利用者等の24時間の暮らし全体に着目し

た、介護・看護両面からのアセスメント

の実施

利用者の心身の機能の維持回復や在宅生

活の継続に軸足を置いた「未来志向型」

の計画の作成

計画上のサービス提供日時に限定されな

い、必要に応じた柔軟な定期巡回サービ

スの提供

継続したモニタリングを通じた利用者等

の状況変化の早期把握と、計画への適宜

反映

介護職と看護職の相互の専門性を生かし

た柔軟なサービスの提供

看護職によるサービス提供に関する指

導、助言



20 〇 個別支援計画書にて
説明を行っている。

個別支援計画書を担
当ケアマネジャーにも
送付してくれるので助
かる。

21 〇 必要に応じてご家

族・関係機関へ説

明、報告、ご相談に

応じて対応を行って

いる。

家族にもしっかりと報
告を行っている為に、
家族からの信頼も厚
い。

22 〇 適宜報告を行ってい

る。記録がリアルタ

イムで閲覧可能であ

る。

事業所の記録閲覧が
出来る事で日々の状
況が把握しやすく、訪
問時間の目安も決め
やすい。

23 〇 自費サービス事業所
や配食サービスなど
利用している。保険
外サービスの提供も
行っている。

必要な支援を確認し
ながら必要なサービ
スを組み込む事が出
来る。

24 〇 日々の状況について

は、気になる点など

ある場合は速やかに

管理者より関係各所

に連絡・調整を実施

している。

サービス担当者会議
時だけでなく、照会等
も速やかに対応して
いるのでプランニング
しやすい。

25 〇 現行はニーズの多い
病院付き添いを保険
外サービスとして提

供している。来年度

中に介護タクシー事

業も行う予定。

必要に応じて自費
サービスで病院付き
添いをしてくれるので
ありがたい。

26 〇 退院・退所前のカン

ファレンスなど積極

的に参加し、在宅復

帰時に速やかにサー

ビスを行えるよう情

報収集を行ってい

る。また提携する訪

問看護との時間・業

務について調整を

行っている。

医療機関からも看護
サマリー等の必要な
情報を開示している。

27 必要に応じて地域の民
生委員や近隣住民とも
連携を図りならがら支
援を行っている。

認知症の方等が住み
慣れた地域で過ごす
には近隣住民の協力
も必要。

28 〇 ホームページに最新

分は掲載。

ホームページに掲載
している事を確認済。

29 〇 事業所毎の研修会提

案や、包括主催の研

修会などに積極的に

参加しています。

事業所の研修計画を
確認済。

30 〇 当該サービス実施前

より、大宮地区の地

域包括ケア推進会議

等には積極的に参加

していた。

行政との連携も今後
は必要になってくるの
ではないか。

31 〇 基本的には緊急時の
対応を視野に入れ事
務所より車で15分圏
内を中心にサービス
を提供は行ってい

る。佐土原地区にサ

テライト事業所を設

置して、サービス提

供エリアの拡大に努

めている。

地域への展開してい
る事業所が少ないの
で助かる。エリアの問
題もあると思うが出来
る限り対応して欲し
い。

利用者等との目標及び計画の共有と、適

時適切な情報の提供

利用者等の状況の変化についての、ケア

マネジャーとの適切な情報共有及びケア

プランへの積極的な提案

定期的なアセスメント結果や目標の達成

状況等に関する、多職種への積極的な情

報提供

利用者の在宅生活の継続に必要となる、

利用者等に対する包括的なサポートつい

ての、多職種による検討

多職種による効果的な役割分担及び連携

に係る検討と、必要に応じた関係者等へ

の積極的な提案

介護・医療連携推進会議の記録や、サー

ビスの概要及び効果等の、地域に向けた

積極的な情報の発信

行政の地域包括ケアシステム構築に係る

方針や計画の理解

サービス提供における、地域への展開

２．多職種連携に基づいた包括的・継続的マネジメント

（１） 共同ケアマネジメントの実践

（２） 多職種連携を通じた包括的・継続的マネジメントへの貢献

３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画

（１） 地域への積極的な情報発信及び提案

作成した計画の目標及びその内容に

ついて、利用者等に十分な説明を行

うなど、共通の認識を得るための努

力がされている

利用者の状況の変化や、それに伴う

サービス提供の変化等について、家

族等への適時・適切な報告・相談等

が行われている

ケアマネジャーとの間で、利用者へ

のサービス提供状況、心身の機能の

変化、周辺環境の変化等に係る情報

が共有され、サービスの提供日時等

が共同で決められている

計画の目標達成のために、必要に応

じて、ケアプランへの積極的な提案

（地域内のフォーマル・インフォー

マルサービスの活用等を含む）が行

われている

サービス担当者会議等の場を通じ

て、利用者等の状況や計画目標の達

成状況について、多職種への情報提

供が行われている

利用者の在宅生活の継続に必要とな

る、包括的なサポート（保険外サー

ビス、インフォーマルケア等の活用

を含む）について、必要に応じて多

職種による検討が行われている（※

任意評価項目）

病院・施設への入院・入所、及び病

院・施設からの退院・退所の際など

に、切れ目のない介護・看護サービ

スを提供するために、必要に応じて

多職種による検討や情報の共有が行

われている（※任意評価項目）

地域における利用者の在宅生活の継

続に必要となる、包括的なサポート

体制を構築するため、多職種による

効果的な役割分担や連携方策等につ

いて検討し、共有がされている（※

任意評価項目）

介護・医療連携推進会議の記録につ

いて、誰でも見ることのできるよう

な方法での情報発信が、迅速に行わ

れている

当該サービスの概要や効果等につい

ての、地域における正しい理解を広

めるため、積極的な広報周知が行わ

れている

（２） まちづくりへの参画

行政が介護保険事業計画等で掲げて

いる、地域包括ケアシステムの構築

方針や計画の内容等について十分に

理解している

サービスの提供エリアについて、特

定の建物等に限定せず、地域へ広く

展開していくことが志向されている



32 〇 自治会には参加して

いるが、新型コロナ

感染予防の観点から

自治会への具体的な

活動は自粛してい

る。今後は地域の活

動にも積極的に参加

し、インフォーマル

サービスの活用の調

整を行っていきた

い。

法人として地域自治
会にも加入してくれて
いる。。地域との関わ
りの中で把握出来る
地域課題等もあると
思うので、専門職とし
て課題提起して欲し
い。

33 〇 在宅生活の継続また

はお看取りのご要望

が過多である。家族

やインフォーマル

サービスの導入がど

こまでいけるかによ

ると考えられる。

利用者や家族の満足
度は高い印象。サー
ビスを利用している事
で在宅生活が継続出
来ている方も多いと
思う。又自宅で最後を
迎えたいというニーズ
があるなかで、最後ま
で看取りの支援をして
くれる。

34 〇 毎日訪問することで

安心感をご本人だけ

でなくご家族からも

お声を頂戴してい

る。

利用者、家族が安心
して生活出来ている
印象。

サービス導入後の利用者の変化

在宅生活の継続に対する安心感

安心して暮らせるまちづくりに向けた、

積極的な課題提起、改善策の提案等

サービスの導入により、利用者ごと

の計画目標の達成が図られている

サービスの導入により、利用者等に

おいて、在宅生活の継続に対する安

心感が得られている

当該サービスの提供等を通じて得た

情報や知見、多様な関係者とのネッ

トワーク等を活用し、介護・看護の

観点から、まちづくりに係る問題認

識を広い関係者間で共有し、必要に

応じて具体的な課題提起、改善策の

提案等（保険外サービスやイン

フォーマルサービスの開発・活用

等）が行われている（※任意評価項

目）

Ⅲ　結果評価 （Outcome）


